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Biomass Utilization in Agricultural Sciences Forum Group

IPCCは1.5度目標実現への窓を閉ざさない
ため、2035年までに二酸化炭素排出量を
2019年比で65％削減することを世界に求め
ています。エネルギーの脱炭素化を実現する
ためには、自然エネルギー拡大の可能性を今
以上に追求することが必要になると考えられ
ます。バイオエネルギーは多様な自然エネル
ギー構成のなかでどんな役割をもつのか、その
特性とポテンシャル含めて一緒に考えましょう。

「バイオエネルギーの特徴
 ：脱炭素化に向けた役割を考える」
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